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殺虫剤の土壌施用に関する研究

第2報　小豆栽培におけるダイシストソおよび

PSP204の効果場

小林　　尚・奥　　俊夫・前田　寮生

（東北農試）

1ま　え　か　き

小豆はク北海道産大納言クといわれて，北海道が特産

地のようになっているが，東北地方には22，130月α作付け

られており，大豆，小麦，大麦‥馬鈴薯および牧草に次

ぐ主要畑作物である。東北地方では，小豆栽培における

最大の障害である虫害とウィルス病が暖地ほど激しくな

いし，また，北海道のように冷苔をうけることも少ない

ので，この地方は小豆栽培の適地と考えることができ

る。しかし，虫害とウイルス病は北海道にくらべるとか

なり発生が多く，そのために，多収が阻まれることが多

い0そこで．これらの病害虫を省力的に防除することに

よって，さらに収量が増して収益性が好転することにな

れば，東北地方の恵まれない畑作農民にも大きな福音と

なるのではなかろうかを考え，その技術を開発しようと

して，この研究に着手した。初年度の試験において，ダ

イシストソ粒剤およびPSP204粒剤の土壌施用によっ

て，小豆の病害虫を極めて省力的に防除して，その収量

を飛躍的に高めうることが明らかになったので，その成

績の概要を速報しておきたい。

本文に入るにさきだち，終始この試験を手伝って下さ

った当場栽培第二部虫害研究室の桂静江氏，ウィルス病

の発病数を調べて下さった当場栽培第二部病害研究室の

飯塚典男氏．収穫物における薬剤の残滴を検定して下さ

った東北大学医学部の奥井誠一郎教授ならびに試験薬剤

を提供して下さった日本特殊農薬製造株式会社および北

興化学工業株式会社の御厚意に謝意を表したい。

2　試　験　方　法

4月11日に堆肥500晦を散布，4月13日に全而耕鼠

5月29日に吐幅60e仇に作粂し，当場の施肥基準（N：

0．5たれ　P205：10．0的，K20：6．0吻）にしたがって

施肥して間土した後，大館1号を株間20cmとして2粒あ

場詳細は東北農業試験場研究速報第6号に発表

て播種した。そしてその上に，播種時施薬区はダイシス

トソ5％粒剤およびPSP2糾5％粒剤を粂状に散布し

て覆土したが，発芽後施薬区はそのまま覆土し，発芽1

週間後の6月17日にこの区に薬剤を条散し，全圃場一様

に培土した。6月16日に間引いて1本立とし，10月6日

に熟葵を摘採し，10月16日に抜取り収穫した。

試験は7処理，3連制で，施薬区は1区3睦の7．2汀7

無処理区は6畦の14．47㌔として，馴lの東北農試内の中

性火山灰圃場で行ない，調査は7プラムシ煩，ウソカ・

ココバイ煩，カメムシ額，ハダニ顕，翰過日害虫成虫，

鱗趨冒害虫幼虫等の生息数，ウイルス病発病株数，小豆

の薬における薬害，茎長，健全粒数，周東，虫讃粒数．

同塵，′ト豆における薬剤の確溜等について実施した。

3　試　験　結　果

1・主要害虫の生息数

との害虫も発生が少なく，処理間に差が認められない

場合が多かったが．アブラムシ煩とハダニ類は施薬区に

少なく，処理間に琉著な差がみとめられた。

2・ウイルス病発病株率

発芽55日後の8月5日にアズキモザイク等のウイルス

病の発病株率を中央睦の全株について調べた結果，播種

時施用には薬量の多い区に低い焼向が認められた。しか

し，発芽後施用にはこの債向がなく，処理間の差は有意

でなかった0なお，この病徴は極めて微弱なものであっ

た。

3・小豆の収量および豆における虫害

第1蓑に示したように，小豆の収量は施薬区では無処

理区よりもいずれも多かったが，要因分析の結果，ダイ

シストソ粒剤では施薬時期間と施薬量間の両方に，PS

P204粒剤では施薬量間だけに有意な差がみとめられ

た。すなわち・ダイシストンでは発芽1週間後施用より

も播種時施用の方が95％の有意水準で著しく増収し，

播種時3軸施用区の収量（総粒数・同垂・健全粒数・同

重等）は99％の有意水準で．播種時6軸および10軸施用
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第1表　′J、豆10株の収量および豆における虫害
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区の収量は95％の有意水準で，無処理区より著しく多か

った。また，PSP204では播種時6た9および発芽1週

間後10軸施用区の収量は95％の有意水準で，無処理区よ

り著しく多かった。給粒数・同量・健全粒数・同量等だ

けでなく，口欠け粒数もまた播種時3軸，6軸および10

軸施用区に有意に多かったが，これは，これらの諸区の

総粒数が多かったのにともなったもので，とくに口欠け

粒率が有意に高かった訳ではない。生理不稔等の不完全

粒数，同量および千粒重には，処理間に差がなかった0

4　考　　　　察

この試験で，最も収量が多かったダイシストソ粒剤の

播種時3軸施用区では，無処理区より70％も増収して・

健全粒が10α換算で250物，すなわち4俵あまりとれ

た。近年2・3年の′ト豆相場は1俵あたり7，000円～19

，000円内外であるから，10αあたり2・3万円以上の収

入も期待できるわけである。これは，現金収入が少なく

て貪しさをかこっている東北地方の畑作農民にとって・

大きな福音であると思う。そこで，この増収の原因につ

いて若干検討を加えてみたいと思う。

この試験で，7プラムシ煩の寄生数は，播種時施用区

では発芽当初から．発芽1週間後施用区では施薬数日後

（発芽約12日後）から，それぞれ収穫期まで，無処理区

よりも著しく少なく，この効果は薬量の多い区に大きか

った。′、ダニ掛はダイシストソの全施薬区およびPSP

204の薬量の多い区では．無処理区よりも顛著に少なか

った。ウイルス病の発病株数は，播種時施用の薬量の多

い区に少ない性向があった。ヨコバイ煩も薬量の多い区

に若干少ない傾向がみられた。

これらの点から，この施薬区とくに播種時施用区にお

ける顕著な増収は7プラムシ狼ハダニ額，ヨコパイ摂

およびウイルス病等の防除効果とも関係があったが，ほ

かにも関係の探い要因があったと考えられる。

第1表をみると，この′」、豆の増収は着葵数の増加に由

来しているようにみうけられる。そこで，着乗数が増え

た原因をさぐるために，播種約2カ月後の8月5日に小

豆の茎長を測定した結果を検討してみると，この時の茎

長は若衆と正の相関関係をもっているとは考えられず，

むしろ，発芽後に現われた薬害と関係が深いようであっ

た。

薬害は発芽後に初生薬の集録都全体が褐変して変形し

たり∴集録部に褐色の斑点が散在して彗曲する症状を示

して現われた。この状態を，播種1カ月後の6月26日に

10株について調べた結果，薬害は発芽1週間後施用区に

は全く現われず，播種時施用区に限って現われて，施薬

量の多い区ほど著しかった。そして，この薬害の程度は

ダイシストソ粒剤の播種時施用区においては，小豆の収

量や若乗数と負の相関関係を示していた0

このようなことから，土壌施薬における小豆の演者な

増収は7プラムシ採，ノ、ダニ餌，ヨコバイ蹄等の吸汁性

留虫やウイルス病を防除した効果や，この試鮫では調査

されなかったが‥土壌中のNの硝酸化成におよはす影

響等と薬害のかねあいで決定されているように考えられ

る。すなわち，ダイシストソ粒剤の播種時3軸区は薬害

が少なくて害虫防除効果等がかなりあったために最も収

遠があがり，発芽1週間後施用区では薬害はなかった

が，初脚こおける7プラムシ等の寄生をゆるしたり，あ

るいは硝酸化成におよはす影啓が異なったりしたため

に，あまり収品があがらなかったのではないかと考えら

れる。いずれにせよ，これらの点は今後の試験で明らか

にする考えである。

収穫物における薬剤の残掛は，東北大学医学部の奥井

汲一郎教授に検定していただいた結果，発芽1週間後に

ダイシストンを10的施用した区に0．05ppm（これは動
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物には問題とならない微量である）程産みとめられたが

他の区では全然検出されなかった。したがって，この試

験における播種時3た牙あるいは6毎施用は，全く安全

に，しかも極めて省力的に，小豆の飛躍的増収をもたら

したわけである。

以上のことから．施薬時期は発芽1週間後よりも播種

時施用の方がよく，今後は薬害を軽減する方法を工夫す

べきであろう。施薬量は，厨川のような環境条件下では

ダイシストソ5％粒剤は10αあたり3軸（成分量で150

g）内外が，PSP2045％粒剤は6軸（成分量で300

g）内外が適当であるように考えられる。

摘　　　　要

′ト豆の播種時または発芽1週間後に，ダイシストソ5

％粒剤またはPSP2045％粒剤を10αあたり3吼　6

軸および10軸粂施用して凍土し、害虫の生息数・ウイル

ス病の発病株数，豆における虫害量，収量等を10株につ

いて調査した。

1・アブラムシ煩の寄生数は播種時施用では発芽当初

より，発芽1週間後施用では施薬数日後より，それぞれ

収穫期まで著しく少なく，この効果は薬量の多い区に大

きかった。

2・ヨコバイ塀はダイシストソ播種時施用の薬量の多

い区に若干少ない傾向がみられたが，カメムシ頼乱鞘効

目害虫成虫，鱗題目害虫幼虫等は生息数が少なくて，処

理間に全く差がなかった。

3・ハダニ類はダイシストソの全処理区，PSP204

の播穐時10的区，発芽後6毎および10的区では顕著に少

なかった。

4・ウイルス病の発病株数は，播種時施用の薬量の多

い区に少ない傍向があった。

5・小豆の収量は，病害虫に対する総合的防除効果や

あるいは土壌中のNの硝酸化成におよはす好影響等と小

豆の生育を閑雲する薬害とのかねあいで決定されている

と考えられた。

6・豆における薬剤の残溜は，発芽1週間後にダイシ

ストソ粒剤を10毎施用した区に0．05ppm程度みとめら

れたが，動物には問題とならない微量であった。

7・この試験で，両薬剤区はいずれも増収したが，増

収煉向は発芽1週間後施用よりも播種時施用の方が強

く，この方が実用技術として歓迎されるであろう。

8・施薬量は，厨川のような環境条件下では，ダイシ

ストソ5％粒剤は10αあたり3毎（成分量で150g）内

外が，PSP2045％粒剤は播種時施用では6吻（成分

量で300g）内外が，発芽後施用では8～10軸くらいが

適当と考えられる。

傾斜畑における牧草生産方式に関する研究

第1報　耕起整地法について

木村勝一・苫米地勇作・月舘鉄夫・川村五郎・増井正孝
（東北負託）

1ま　え　が　き

東北の主な畑作地帯は輿軌北上阿武隈，出羽山系

の山嵐青森県東部に存在し．地形が悪く憤斜畑が多

い。今後未利用地の開発が進むにつれ，ますますその面

着が増加すると考えられる。これらの地帯は酪農経営が

中心で，飼料作物の栽培が多い。傾斜畑の大型トラクタ

ー作業は平坦地とことなり作業が困難であるが牧草栽培

は比較的容易である。

よって，懐斜畑でトラクターによる牧草の栽培．収穫

などの一連の作業について検討し，債斜畑の牧草生産方

式の体系化をはかるとともに，土地利用の限界を明らか

にするため，トラクター利用試験を行なった。

本年度は耕起・整地段階について実施したので報告す

る。

2　試　験　方　法

1・場　　所

東北農就く厨川）の洪疏火山灰土嵐圃場は松林を伐

採し・レーキドーザーで抜板した新墾地である。


